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周りの人に「日本共産党森本ふみお後援会」への入会をお勧めください。
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小
・
中
学
校
お
よ
び
市
立
高
校
を
３
学
期
制
に
復
活
を
と

の
質
問
に
、
片
山
教
育
長
は
、
「
平
成
２
４
年
度
、
中
学
校

指
導
要
領
全
面
実
施
後
の1

2

月
以
降
に
、
大
学
の
先
生
な
ど

を
含
め
た
検
証
委
員
会
を
編
成
し
、
２
学
期
制
の
見
直
し
を

含
め
た
検
証
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
答
え
ま
し
た
。

平
成
改
製
原
戸
籍
附
票
の
交
付
し
て
は
と
の
提
言
に
、
瀧

本
市
長
は
、
「
本
市
で
は
、
保
存
年
限
は
過
ぎ
て
い
る
が
、

ま
だ
廃
棄
処
分
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
市
民
の

負
担
と
利
便
性
を
考
慮
し
、
保
存
し
て
い
る
間
は
、
交
付
す

る
こ
と
に
し
ま
す
。
」
と
答
え
ま
し
た
。

地
熱
利
用
住
宅
の
建
設
に
助
成
を
と
の
提
言
に
、
瀧
本
市

長
は
、
「
現
在
、
国
で
は
地
中
熱
利
用
に
伴
う
環
境
へ
の
影

響
評
価
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
取
り
ま
と
め
中
で
あ
り
、

本
市
と
し
て
も
こ
う
し
た
実
証
事
業
の
結
果
な
ど
も
踏
ま
え

な
が
ら
今
後
検
討
し
て
行
き
た
い
。
」
と
答
え
ま
し
た
。

消
火
栓
の
設
置
が
必
要
な
エ
リ
ア
へ
早
急
に
設
置
し
て
は

ど
う
で
す
か
と
の
問
い
に
、
瀧
本
市
長
は
、
「
こ
の
基
準
と

消
火
栓
以
外
の
水
利
で
網
羅
し
て
い
な
い
地
区
が
77
箇
所
で
、

そ
の
内
水
道
配
管
が
な
い
地
区
は
70
箇
所
、
水
道
管
は
あ
っ

て
も
網
羅
で
き
て
い
な
い
地
区
が
７
箇
所
で
す
。

７
箇
所
は
、
井
原
地
区
で
５
箇
所
、
美
星
地
区
、
芳
井
地

区
が
各
１
箇
所
で
、
24
年
度
で
１
基
整
備
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
残
り
の
６
基
に
つ
い
て
は
、
24
年
度
中
に
調
査
・

研
究
・
検
討
し
、
こ
の
地
区
を
管
轄
し
て
い
る
消
防
団
と
か

地
元
自
治
会
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
早
い
段
階
で
取
り
組

め
る
と
こ
ろ
は
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
」
と
答
え
ま
し
た
。

市
内
全
域
の
道
路
の
外
側
線
の
実
情
を
把
握
し
、
一
気
に

整
備
を
と
の
提
言
に
、
瀧
本
市
長
は
、
「
今
後
も
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
全
体
把
握
に
努
め
て
行
き
た
い
。
そ
し

て
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
引
き
直
し
工
事
を
年
次
的
に
実

施
し
、
安
全
で
円
滑
な
通
行
が
確
保
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
」
と
答
え
ま
し
た
。

市
道
井
原
北
川
線
と
日
芳
橋
塚
原
線
の
三
差
路
交
差
点
（
七

日
市
）
の
改
良
を
と
の
問
い
に
、
瀧
本
市
長
は
、
「
右
折
レ
ー

ン
を
設
置
す
る
交
差
点
改
良
事
業
は
、
渋
滞
解
消
の
た
め
に

は
有
効
な
手
段
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
交
差
点
改
良
の
概
略
設
計
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
概
略
設
計
に
よ
っ
て
、
周
辺
地
権
者
や
地
域
住
民
の
方
々

の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
協
議
を
進
め
、
渋

滞
が
解
消
さ
れ
、
安
全
に
ま
た
円
滑
に
通
行
で
き
る
交
差
点

に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
」
と
答
え
ま
し
た
。

井
原
市
議
会
２
月
定
例
会
が
２
月
27
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
森
本
ふ
み
お
議

員
は
、
３
月
６
日
に
６
項
目
質
問
し
、
瀧
本
豊
文
市
長
や
片
山
正
樹
教
育
長
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

森
本
議
員
の
こ
の
度
の
質
問
が
、
平
成
元
年
６
月
議
会
で
の
初
質
問
か
ら
連
続
92
回
目
の
質
問
に
な
り
ま
す
。

質
問
と
市
長
、
教
育
長
の
答
弁
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

２
学
期
制
の
検
証
委
を
設
置

保
存
し
て
い
る
間
は
交
付
す
る

今
後
検
討
す
る

取
り
組
め
る
所
は
早
く
取
り
組
み
た
い

緊
急
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む

概
略
設
計
を
下
に
協
議
を
進
め
た
い



ご意見・ご要望および情報をお気軽にお聞かせください。

森本ふみお後援会ニュースＮｏ１０７ ２０１２(平成２４)年３月２３日

この「後援会ニュース」は森本ふみお議員の
ブログ（http://jcp-seibu.sakura.ne.jp/morimoto/）でも見れます。

日本共産党はこう考えます
しんぶん赤旗
「主張」より

東日本大震災１年

暮らしと仕事取り戻す日まで
被災地を圧倒する巨大なガレキの壁、更地で雪解けを待つ市街地や被災した田畑…東日本大震災から１年を迎えました。

大地を揺るがした「震度７」の大地震と、地上の人も家も押し流した大津波、さらに東京電力福島原発の事故による汚染

と避難。被災地はいまも被害のただなかにあります。

亡くなったり行方不明のままの１万９千人を超す人たちとそのご家族に心から哀悼の意を表します。大震災や原発事故

に被災し、仮設住宅などで暮らす数十万の人たちが一日も早く暮らしと仕事を取り戻せるよう力を合わせます。

苦しみはいまも進行中

この冬、被災地は例年以上の雪と寒さに苦しめられました。仮設住宅の防寒対策が不十分で夜も寝付けない、夜中に何

度も起こされると悲鳴が相次ぎました。風呂の追いだき機能がなく、毎日入浴する願いさえ妨げられています。

震災で多くの方が仕事も職場も奪われました。地場産業の水産業をはじめ再開の足取りは鈍く、生活の支えとなってき

た失業給付も、延長措置の打ち切りが相次いでいます。延長の打ち切りは４月までに１万人を超す見通しです。

医療や教育など社会基盤の崩壊は深刻です。被災と避難生活の長期化で介護を求める高齢者が急増しており、介護認定

は昨年より２割も増えたといわれます。人間らしい暮らしの回復は急務です。

大震災から１年たっても、被災地ではいまだに被害が進行中です。マスメディアの調査でも、復興が「進んでいない」

という答えが７割、８割を占めます。地震や津波の被害が大きかったからだけではありません。この１年間、政府の対策

が不十分で、「復興増税」など被災者を逆に苦しめるものになってきた影響も重大です。

地震や津波から助かった命がその後の避難生活の中で損なわれるなどというのは絶対許されないことです。まさに“人

災”です。

日本共産党は震災発生以来、被災地での救援活動や全国での支援募金に全力をあげるとともに、被災者の生活と生（な

り）業（わい）の再建を最優先するよう、政府への提言を重ねてきました。仮設住宅の生活改善や「二重ローン」対策、

「水産特区」に反対するたたかいなど、被災者とともに取り組み前進させた課題も少なくありません。

被災者の生活と被災地の復興は時間を争う課題です。避難生活が長引き、恒久的な住宅や働き口が確保できなければ、

被災者が住み慣れた地域に住み続けることもできなくなります。文字通り地域崩壊の危機です。政治の責任で被災者の住

まいの再建を支援すること、再建の意志のあるすべての事業者を支援し働く場を確保することなどがとりわけ強く求めら

れます。

原発からの撤退決断を

原発事故で避難を余儀なくされ、福島県内外で避難生活を送る人たちは１６万人にものぼります。事故の収束や除染、

賠償を政府の責任で急ぎ、命と健康、暮らしを守ることは待ったなしです。被災者を支援するとともに、政府が一刻も早

く原発からの撤退を決断することが求められます。

日本共産党と「しんぶん赤旗」は、「国民の苦難あるところ党と『赤旗』あり」を信条にしてきました。今後もこの立

場をつらぬき、人間らしい復興の実現へ、国民とともに力を尽くしていきます。


